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　福富地域は、東広島市の北部に位置し、福富ダムの建設で調査された戸鼻遺跡からは縄文時代の
土器や石器が出土しており、早くから人びとが生活していたことが知られています。中世には小早川
氏、平賀氏、大内氏らが領有を争い、多くの山城が築かれたように、古くから人やものの交流が盛ん
な地域です。地域を南北に縦断する国道375号があり、北は安芸高田市、南は高屋地域、志和地域に
隣接し、また、東側の豊栄地域とともに心安らぐ田園風景を形成する地域となっています。
　福富ダムや道の駅「湖畔の里福富」の立地により地域拠点※1が形成されており、周囲を山林に取り
囲まれた豊かな自然の中に集落が点在し、主に農業や体験型の農園や農場などが営まれ、特産品が
生産されています。近年、特産品を取り扱う店舗等が増え、周辺地域から人をひきつける魅力的な地
域となっています。
　また、旧福富町においては、総合計画のまちの将来像として「県央のふれあいジャンクション」を掲
げ、「豊かな町民生活（人）」と「豊かな自然（自然）」が調和したまちの実現を目指してまちづくりを進
めてきました。

　本地域は、人口が昭和22（1947）年の5,595人をピークとして、減少傾向が続き、現在は約2,200人
で、市内の中では、最も人口が少ない地域となっています。この地域は、のどかな田園風景が広がり、エ
ゴマなどの特産品の栽培をはじめとする産業としての農業が盛んである一方で、畜産業や飲食業、手作
り製品の販売店などこだわりを持った個性的なスポットが、地域内の随所に点在しており、多くの観光
客を集めてにぎわっています。また、鷹ノ巣山やクロボヤ峡、わにぶちの滝など、豊かな自然があり、こ
うした地域特性・地域資源を活かした新しい暮らし方の実現に向けて、市と民間企業が連携して「生活
デザイン・工学研究所」を開設し、循環型経済の確立や生活価値の創造に向けた取組みが始まってい
ます。
　一方、人口の減少、高齢化、空き家の増加が続いており、地域活動の担い手不足や地域の支え合いの
力が弱まっています。また、多くの集落が分散していることや、高齢者等の移動手段の確保、農業の担
い手不足、有害鳥獣による農作物への被害等も課題となっています。

地域の概要

福富地域6

１

まちづくりにおける現状と課題2

※1 地域拠点：各生活圏の居住者の生活を支える、地域の核となる拠点。

と ばな

まちづくりビジョン3
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　本地域においては、福富ダムや「企業の森※2」などの地域の資源を活用し、その価値を高め、新た
な価値や経済の創出につなげることで、地域内で経済を循環させるほか、観光を起点として地域内
外の交流を促進するとともに、中山間地域において豊かな自然を満喫できる、「農」や「森」のある
ライフスタイルの実現や、豊かな自然資源と最先端のテクノロジーの融合、カーボンニュートラル※3
やDX※4の推進により、新たな生活価値を創造するなど、移住・定住・交流・関係人口の拡大や地域
産業の振興を推進していくことが必要です。
　また、空き家の利活用の促進、高齢者をはじめとした交通弱者の移動手段の確保、有害鳥獣対策
等の農地保全や農業経営への支援、子育て・教育環境の充実のほか、地域に残る里山環境を活かす
とともに、地域の担い手となる若者世代や自然の中での暮らしを希望する人材にとって魅力的な
環境の創出など、地域の特性や強みを活かした魅力的な施策を組み立てていくことが必要です。

（1） 将来像

（2） 主要な施策の方向性

※2 企業の森：東広島市が企業等にCSR（企業の社会的責任）や社会・環境貢献活動、また地域との交流活動の一環として、市内の森林環境保全に取り組ん
でいただく事業を総称するもの。

※3 カーボンニュートラル：温室効果ガスの排出量と吸収量を均衡させること。日本は2050年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにすることを
宣言している。

※4 DX：Digital Transformationの略。ICT の浸透が人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させること。

自然と人が共生する
新たなライフスタイルに出会える交流のまち
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暮らしづくり
項目
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施策の方向性
項目

暮らしを支える拠点地区の充実
●福富ダムや道の駅「湖畔の里福富」の立地する地区において、医
療、福祉、子育て、商業、文化、交流等の生活利便施設の維持・充
実を図ります。

●空き家の有効活用等により、居住環境の向上を図ります。

安全で円滑な生活交通の充実
●身近な交通道路網となる県道等の整備を推進します。
●市民生活を支える移動手段の確保・活性化を図ります。

多文化共生と国際化の推進
●技能実習生等の外国人市民の生活環境の充実を図るとともに、
多様な言語・文化等の違いを超えて活動を支援します。

仕事づくり

施策の方向性

産業イノベーション※1の創出
●企業等へのAI※2/IoT※3の導入支援とともに、恵まれた自然環境
を活かした新たなビジネスの創出を図ります。

農山漁村の魅力づくりと農林水産業の活性化
●道の駅等を中心とした地域特産品の魅力向上や、酪農のブラン
ド力向上を推進します。

●若手農業者等多様な担い手の取組みに対する支援を進めると
ともに、「農」のあるライフスタイルの実現を推進します。

●企業と地域の協働により、森林の再生に取り組むとともに森林資
源を活用した新たな価値の創造を推進します。

地域資源を活かした観光の振興
●民間事業者の参入も含め、都市との近接性を活かした、道の駅
「湖畔の里福富」及び福富ダム周辺施設の活用や農泊などの体験
型観光、アクアフェスタin福富をはじめ、地域資源を活用したイベ
ントや交流事業を支援します。

項目

若手農業者

地域内を走行するバス

道の駅「湖畔の里福富」

基本計画に掲げる施策とともに本地域で推進していく主な施策

※1 イノベーション:経済発展の最も主導的な要因。「新結合」「新機軸」。新たな価値を創造し社会に大きな変 化をもたらす幅広い意味での革新。
※2 AI:Artificial Intelligenceの略。人工的につくられた人間のような知能、ないしはそれをつくる技術。
※3 IoT:Internet of Things の略。モノのインターネット化。様々な「モノ(物)」がインターネットに接続さ れ、情報を交換することにより相互に制御することが可能

となる仕組み。
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ミコシギク

生活デザイン・工学研究所の
活動拠点となる旧竹仁小学校

ANAForestの風景

人づくり

施策の方向性

乳幼児期における教育・保育の充実
●乳幼児教育等の子育て支援環境の充実を図ります。

高い教育力と伝統を活かした学校教育の実践
●教育の質を高め「生きる力」を育むため、特色ある教育活動の推
進、教育環境づくりを進めます。

市全体が「学びのキャンパス」となる環境づくり
●生涯学び、活躍できる環境として、学習活動の充実、芸術文化活
動の活性化、地域単位のスポーツの普及を進めます。

●大学や試験研究機関等との連携の充実を図ります。
●戸鼻遺跡や丁田南古墳、シャクナゲやミコシギクなど郷土の歴史
や貴重な動植物の保存と活用を推進します。

●中山間地域（福富地域、豊栄地域及び河内地域）にある博物館等
が広島大学と連携し、1つの博物館のように機能するよう、体制
の強化を図ります。

項目

活力づくり

施策の方向性

多様性豊かな市民の力が輝くまちづくり
●自然豊かな環境を活かし、創業・起業と連動した移住・定住の促
進とともに、交流人口の拡大を図ります。　

●移住・定住に係る情報発信力の強化、コーディネート機能の向上
を図ります。

●小学校跡地の活用を促進します。

都市成長基盤の強化・充実
●国道375号福富バイパスの整備等も踏まえ、未利用県有地を活
用した産業用地の確保を進めます。

交通ネットワークの強化
●国道375号福富バイパス等の整備を促進し、交通ネットワークの
充実を図ります。

●バス等の利用を促進し、サービスの維持・活性化を図ります。

未来を感じるプロジェクト挑戦都市
●地域の里山の整備・活用や、旧竹仁小学校を生活価値創造拠点
（福富みらいベース）として整備するなど、「生活デザイン・工学研
究所」の活動を通じ、循環型経済の確立による地域活性化を推進
します。

項目
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介護予防に取り組む通いの場
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安心づくり

施策の方向性

災害に強い地域づくりの推進
●沼田川などの河川改修・河川維持の促進や、ソフト対策等の防
災・減災対策を推進します。

健康寿命の延伸による生涯現役社会の実現

●健康維持や介護予防のための通いの場や地域サロンの充実を
図ります。

共に支え合い誰もが安心して暮らせる地域社会の実現
●地域において、気軽な交流の場、障がいの有無や年齢等にかかわ
らず、全ての市民が集える場づくりを進めます。

安心して子どもを産み育てられる環境づくり

●子育て支援拠点において、相談支援などのサービスの充実を図
ります。

項目
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凡　例

地域拠点

地域活動拠点

拠点地区

（3） 構想図

※計画区間は、具体的なルート、位置等を限定するものではありません。

山林
農用地区域

主な山
主な河川
主な池等
高規格道路（破線は計画区間）
主な道路（破線は計画区間）

小学校
中学校

・酪農のブランド力向上
・若手農業者等多様な担い手の取組みに対する支援
・「農」のあるライフスタイルの実現

・道の駅「湖畔の里福富」及び福富ダム周辺
  施設の活用
・農泊などの体験型観光、地域資源を活用した
イベントや交流事業の推進

・空き家の有効活用

・地域課題解決に向けた
  コミュニティビジネスの支援

豊栄
三次市・世羅町

河内

高屋・西条

志和・広島市

沼田川沼田川

沼田川沼田川

東丁田川東丁田川

カンノ木山カンノ木山

鷹ノ巣山鷹ノ巣山

川
賀
造
川
賀
造

川
田
沼
川
田
沼

川
坂
打
火

川
坂
打
火

硫黄山硫黄山

県道瀬野川福富本郷線県道瀬野川福富本郷線

福富中学校福富中学校
福富小学校福富小学校 道の道の駅駅「湖畔の里福富」「湖畔の里福富」

川
内
河
谷

川
内
河
谷

虚空蔵山虚空蔵山

福富支所福富支所

福富ダム福富ダム

川
丁
包
川
丁
包

・東広島高田道路の整備促進

・道の駅等を中心とした
特産品の振興
・地域特産品の
  魅力向上

・地域拠点における生活
支援機能の充実
・商業、医療、福祉、文化、
交流等の機能の充実

・公共交通の
　維持、活性化

・地域活動拠点

・地域活動拠点

・「生活デザイン・工学研究所」
の活動を通じた循環型経済
の確立による地域活性化

・未利用県有地
　の利活用

・国道375号福富
バイパスの整備
促進
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